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巻頭言

会長　須藤　正起

　紫陽花が大輪の花を咲かせる頃となりましたが、県視協会員の皆様におかれましてはご健勝にてお過ごしでしょうか。

　前号より今に至るに、大きな事業として監査会があり、事業や経理の資料作成等を行いながら各方面への書類提出を終えたところです。今後は、第1回理事会、定時総会を行った上で、公益インフォーメーションへの書類提出と暫しの間は心と体が休まる暇も無く、今号を発行する頃には無事に終えられていればと願っております。

　さて、今号以降の事業について、前年度に引続きまして厚生労働大臣免許保有証申請手続きの受付が7月1日から始まります。締切は8月31日までとなっております。前年度の申請に間に合わなかった方は、今年度は早めにお申込ください。無免許者対策運動の一環として、保有する事を全国で進めている訳ですが、今後は身分証明証としての役割も兼ねるよう働きかけも行なっております。晴眼者が身分証明の際、自動車免許証を提示するように、我々の身分を明らかにする1つのツールとして、利用できるようになるには多くのあはき師の所持が必要となります。
県視協会員の皆様には、是非、申請をお願い致します。

　8月7日の第1回指導者研修会では、各地区の市町における活動状況や今後の運動方針等について、意見交換を主として行いたいと思います。事例として、磐田支部を始め各支部における実際を取り上げる予定です。多くの方のご参加をお願い致します。

　10月2日の三療研修会は「認知証に効果のある鍼灸マッサージ療法について」を予定しています。昨今、長寿傾向にある一方、身近に成りつつある認知証ですが、医学的な予防や治療については余り浸透していないのではないでしょうか。健康に過ごして行くために、鍼灸マッサージの技術が生かせるよう学びたいと思います。

　今年の第15回コミュニティ静岡２１は11月6日に開催致します。メインは大石亜矢子さんのコンサートを行います。その他にも1日楽しく過ごせるよう実行委員により、様々な企画が練られております。
少し、気が早いですが予定の１つに組み込んでおいていただきますようお願い致します。

　梅雨に入ると外出が億劫になりますが、県視協の大きな事業だけでなく、各ブロックや支部の事業にも足を運んでいただければ幸いです。

グループホーム開設《長谷川きよし》チャリティーコンサートのご案内

NPO法人  ピアライフしずおか  蓮池悟志

　いま、学生や若い社会人の間で、家賃や光熱費などの住居費の節約のため、ルームシェア、シェアハウスといった新しい共同生活の形が広がっています。主に、賃貸住宅やマンションを確保し、各部屋を各居住者のプライベートルーム（寝室など）とし、台所や茶の間は共有スペースとして利用する形態が典型です。

　視覚障害者の生活では、まず安全、安心が第１の条件ですが、次に重要なのが食事です。日々の健康を支え、いのちの糧となる食事こそ、生活の最も重要な要素ですが、この食事作りは視覚障害者にとって、かなり厄介な作業です。むしろ、煩わしいと感じている人も多い筈です。ついつい厄介な食事作りを避けて、安易な食生活に流されているという状況も想像に難くありません。この食事作りに気を遣わないで済むシェアハウスがあれば、暮し方として、主要な選択肢になる筈です。さらに、重要なことは、単に暮しに止どまらず、働き方としての日中活動の場を確保することが、グループホームの大きな役割でもある点です。安全、安心と健康的な食生活、そして、仕事としての日中活動が同時に実現するならば、しかも、気の合う仲間でルームシェアできるとなれば、暮し方としてはかなり質の高い生活といえるのではないでしょうか。
これが、ピアライフしずおかが考えるグループホーム（共同生活援助）の理想形です。しかし、実現には多くのハードルがあります。まず、安全、安心のための各種設備に必要な資金。健康な食生活を担う、質の高い世話人の存在。日中活動の場の確保。など、どれもみな、大きな課題ばかりです。特に、資金については、借入金を含め、約４，０００，０００円余の資金が必要と考えています。この資金は、グループホームへの理解を得ながら、多くの方の支援を仰ぐ以外にありません。今回、その一貫として、ワールドワイドな活躍を続けていて、NHK深夜便の歌でもお馴染みの長谷川きよしさんに出演していただき、本格的なチャリティーコンサートを開催することにしました。

　入場券をお買い求めいただき、ホールという空間で共感の輪を広げることができれば、グループホームの実現はそれ程遠くないと思います。６５歳までになんらかの福祉サービスを利用していれば、どなたも対象になります。一人で暮らすことに不便さや困難を感じるようになったとき、友人どうしで暮らしたいとお考えになったときに、選んでいただける暮らし方を提案したいのです。また、中部地域だけではなく、東部や西部にも同じ仲間の輪が拡大して、各地に同じグループホームが開設されることを願っています。

《視覚障害者グループホームの開設を目指して！》

長谷川きよし フロムスクラッチ・チャリティーコンサート

目　的　　NPO法人ピアライフしずおかは、県内初の視覚障害者の　　　　　ためのグループホームの開設を目指しています。視覚障害者が地域で安心して暮らすには、食事の準備、文字の読み書き、通院や職場への移動といった日常生活の様々な場面で支援が必要です。こうした、支援付きの住居が「グループホーム」です。音楽と言うワールドワイドなことばを通じて、開設の意義を理解していただくことがコンサートの目的です。
開催日　　2017年2月12日 (日)

会　場　　静岡市清水文化会館(マリナート) 中ホール

　　　　　〒424-0823 静岡市清水区島崎町214

　　　　　℡0543-353-8885

　　　　　※JR清水駅 みなと口(東口)下車、
徒歩3分 (清水駅自由通路直結)
主　催　　特定非営利活動法人ピアライフしずおか

　　　　　〒420-0856 静岡市葵区駿府町1番70号

静岡県総合社会福祉会館 2階

　　　　　公益社団法人静岡県視覚障害者協会内

後　援　　静岡県教育委員会、社会福祉法人静岡県社会福祉協議　　　　　会、静岡県立静岡視覚特別支援学校、社会福祉法人静岡県身体障害者福祉会、NPO法人静岡県ボランティア協会、社会福祉法人静岡市社会福祉協議会、公益社団法人静岡県視覚障害者協会、社会福祉法人静岡市社会福祉協議会 (いずれも予定)
協　賛　　NPO法人六星、NPO法人ひまわり事業団、静岡医療福 　　　　　祉センター(ライトホーム)、NPO法人静岡県補助犬支援　　　　　センター、静岡視覚障害者福祉推進協議会、静岡県網　　　　　膜色素変性症協会(JRPS)、視覚サポートなごみ、静岡　　　　　中途視覚障害の会(かがやきの会)、静岡県盲ろう者友　　　　　の会、アイボランティアネットワーク静岡(ＥＶＮ静　　　　　　岡)、障害者の生活と権利を守る静岡県連絡協議会(障　　　　　静協)、市立清水中央図書館音訳ボランティア(フレン　　　　　ド)市立南部図書館音訳グループ(ひびきの会)、ガイド　　　　　ボランティア・アイ、静岡県点訳赤十字奉仕団 (いず　　　　　れも予定)
出演者　　長谷川きよし(歌とギター)

ゲスト出演  音心（オカリナとピアノ）  萩原一幸（ピアノ引き語り）

日　程　　●開場●：13時  

　　　　　●第1部開演●：13時30分～14時20分

　　　　　・音心（えんじろうのオカリナ、りょうこのピアノ)
・萩原一幸 （シャンソン)

　　　　　●休憩●：14時20分～14時35分

　 ●第2部●：14時35分～15時50分

　　　　　長谷川きよし (歌とギター)

　　　　　『心震える時!』→あなたとともに・From Scratch!

　　　　　・自作曲を含めワールドワイドな名曲を長谷川きよしの円熟した歌声でおたのしみください。

入場券　　3,300円 (全席自由)

　　　　　※コンサートでの収益金は、全て視覚障害者グループ　　　　　ホーム開設のために使わせていただきます。

●チケットの購入方法●

8月1日発売予定  静岡市内プレイガイド・有名書店、NPO法人ピアライフしずおか事務局：〒420-0856 静岡市葵区駿府町1番70号 県総合社会福祉会館 2階 公益社団法人静岡県視覚障害者協会内

℡080-1599-5757でお求めください。

長谷川きよし Official Site - kiyoshi-hasegawa.net http://kiyoshi-hasegawa.net/

以下は２月に行われた大胡田誠弁護士による「障害者差別解消法」についての講演録です。平成２８年４月１日よりの施行にあたり、非常に重要な内容と判断し、菊池理事にまとめていただいたものを、ここに掲載させていただくこととしました。

「障害者差別解消法」について講演のまとめ（後編）

情報部　菊池一郎

6、「合理的な配慮」とは
では「差別解消法」の二本目の柱である「合理的な配慮の提供義務」について話を進めていきたい。これもやはり対象となっているのは、国や地方公共団体などの行政機関と民間事業者である。

行政機関と民間事業者は、「障害者が求めた場合には、その直面しているバリアを解消するために、必要かつ合理的な配慮を提供しなければならない」ことが定められている。

内閣府のガイドラインには、「合理的な配慮」についての具体例が三つほど紹介されている。

一つ目は、車椅子利用者のために店の入り口の段差に携帯式のスロープを付ける、高い所に陳列された商品を手で取って渡すなどの物理的環境への配慮。

二つ目は、筆談、読み上げ、手話などによるコミュニケーション、またわかりやすい表現を使って説明するなどの意志疎通の配慮、

三つ目は、障害の特性に配慮して休憩時間を調整するなどのルールや慣行の柔軟な変更である。

ちなみにバリアフリーと合理的な配慮の違いについてだが、前者は不特定多数の障害者や高齢者のために町を改善しようといった取り組みであり、後者はこうした取り組みを通じてもなおかつ残ったバリアを個別に解消して行こうという考え方である。

そこで合理的な配慮というのは、障害者からの個別の申し出が必要となる。黙っていてもサービスは提供されないので、自分の障害について、どういう配慮があれば何ができるのか、何がしたいのかということを健常者にわかりやすく説明するといった能力がこれからの障害者には求められるようになる。

また、障害者が求める配慮がすべて提供されるかといえば、決してそういうわけではない。過重な負担になる場合には配慮を提供しなくてもかまわないということになっている。

過重な負担とは次に紹介する五つの要素からなり、これらを総合的に考え合わせて加重かどうかを判断することになる。

1、事務・事業への影響の程度
2、実現可能性の程度
3、費用や負担の程度
4、事務・事業の規模
5、事務・事業の財務・財政状況
この五つがそれである。

これは古いイギリスの判例になるが、弱視の視覚障害者が起こした裁判がある。彼はパブに勤めていたが、照明がとても暗くて働きにくいので、明るくするように求めた。

だが、暗くて怪しい雰囲気がその店の売りなので、明るくしてしまったらお客が減ってしまい、店側の影響が大きすぎる。

ということで、彼の訴えは裁判所で認められなかったという話である。

合理的な配慮というのは、このように障害者からの必要な求めと、雇用する側の事情を総合的に話し合い、お互いに気持ちのいい所で配慮を提供して行こうといった考え方である。

企業やお店なども、障害者から何か配慮を求められたとして、それが過重な負担になる場合でも、ただ断るのではなくて、代替手段を提供するなどの「建設的対話」が求められる。

「合理的な配慮」のキーワードがあるとすれば、この「建設的対話」である。

私は小さい頃、砂場で遊ぶのが好きだった。

砂場の中に大きな砂山を作り、その両方の端から友達と穴を掘っていって、真ん中で一本のトンネルを貫通させる。

「合理的な配慮」というのは、まさにこの砂山遊びに似ていると思う。

それから合理的な配慮の義務は、行政機関と民間事業者では、義務の程度が少し違う。

行政機関の場合には、法律的な義務となっていて、配慮を提供しないことは法律違反になる。

民間事業者の場合には、合理的な配慮の提供は努力義務となっているので、配慮しないことが直ちに法律違反とはならないが、あまりにそれが甚だしい場合には、主務大臣からの報告を求められたり、助言や指導、勧告などの一定の強制力が加えられるので、努力義務だからやらなくてもいいというわけでは決してない。

さて、次にもう一つ事例を挙げて、ぜひ皆さんといっしょに考えてみることにしたい。

「私は車椅子を使って生活している。ある時、人気の隠れ家風レストランに行こうと思ったが、そのお店は2階にありエレベーターがなかった。

そこで店員さんに2階に上がる手伝いを頼んだところ、「店員が二人しかいないので、今は手が離せない」と言って断られてしまった。このような取り扱いが許されるのだろうか？」といった事例である。

フロアーからは、「これはやはり両方に問題があり、双方に配慮が必要なのではないか？」

「私だったら事前に電話して、こういう援助が得られるかどうかを聞いてみて、それがダメだったら、車椅子を運んでくれる友達を同伴するなどの手だてを考える」

「自分は時間帯を考えて、忙しい時間は避けて、お店に出向くようにする」などの意見が出された。

私も皆さんと同じような感想を持っている。

まずは障害者の側にも、合理的な配慮をうまく使うためには、自分たちのことをあまりよく知らないお店の人や健常者にちゃんとわかってもらえるような形で配慮を求める意志表示が必要なのだろうと思うし、また、お店の側も、今、忙しいから、とただ拒むだけでは「合理的な配慮の提供義務」に違反してしまうので、たとえば「あと30分待ってね」とか　　　他のお客さんに声をかけて車椅子を上げるのを手伝ってもらうとか、そうした方法を何か考えるべきである。

これからの日本は、店員さんだけに負担がかかるのではなくて、そこにいるみんなで協力して、障害者もいっしょに食事ができる、そういった社会にしていくことが望まれる。

7、差別解消法の最大の問題点について

差別解消法の最大の問題点はなんと言っても相談窓口や苦情解決のシステムが整備されていないことである。

実際に差別されてしまったり、配慮が提供されなかった場合に、果たしてどこに相談したらよいのか、苦情解決の手段が明確でないので、このままでは差別解消法が「絵に描いた餅」になってしまうのではないかといった心配がある。

そこで大切になってくるのが、各地域の「差別禁止条例」である。

すでに千葉県では平成19年に「障害のある人もない人もともに暮らしやすい千葉県を作る条例」ができている。

千葉県内に600人の相談員を配置して、各地域に16名の県の職員が相談に当たるといった体制が整備されている。

そして平成19年以降、毎年平均200件ほどの相談が寄せられている。

たとえば、あるスーパーマーケットの入り口に点字ブロックがあったのだが、その上に商品の陳列台が置かれていた。

視覚障害者が困ってしまい、相談員に何とかしてほしいと言ったところ、

点字ブロックを張り直すか、もしくはスーパーの入り口に店員を呼び出すためのインターフォンを設置するかといった提案が出された。

その後、そのスーパーの入り口にはインターフォンが設置されるようになった。それからもう一つ、銀行のATMの事例を紹介したい。

視覚障害者が銀行で送金するのは結構大変である。音声ガイドを聞きながら操作できるATMもあるが、送金までは対応していない。

我々が送金する場合には、必ず窓口に行って手続きをしなければならないが、たいていはATMよりも窓口の方が手数料が高い。

「これは常に窓口を使わなければならない視覚障害者に対する差別ではないか」といった声が寄せられた。

それに対して千葉県側が「これは個別の事例ではなくて、県全体で取り組まなければならない問題である」と考えて、その結果、千葉県内の銀行では、「視覚障害者が窓口で送金手続きをする場合には、ATMと同額の手数料でよい」という取り決めができた。

この二つはまさに「建設的対話」の良い実例である。

今後はこのように、各地域ごとに障害者の意見をちゃんと聞くことのできる個別的な窓口を整備し、寄せられた意見を踏まえて、各地域間の連帯意識を持って差別を解消していく、そういった取り組みが不可欠である。ここ静岡でも「差別禁止条例を作ろう」といった動きが徐々に高まりつつあると聞いているが、ぜひ静岡県でも千葉県のような立派な条例ができて、差別されたり合理的な配慮をされなかった場合には、身近な所にちゃんと相談できる場があって、それを受けた相談員が第三者的な立場できちんと仲介をしてくれる、そういったシステムができていくことを心から願うものである。

私とラジオ

　　　　　　　　　　　　磐田支部　鈴木利勝

　みなさんのなかには、ラジオ大好き人間という方がいらっしゃるのではないでしょうか。私もその一人です、今回は「私とラジオ」というタイトルでラジオの思い出を書いてみたいと思います。

　私の家は、農家でしたので庭に米俵があり、その上に丸いスピーカーに布を貼ったラジオがありました。祖母が、まだなんともないラジオだったのに屑屋さんに売ってしまったことをとても残念に思いましたが、祖父が新しいラジオを買ってきたからかもしれません。そのラジオは、大人の手の届く場所にあったので、自分でダイヤルを回したり、スイッチを入れてかけるということはありませんでした。時々、母の姉、叔母が遊びに来るとラジオをつけて母と一緒に、その当時、午後２時ころになると放送していた「尋ね人の時間」というのを聞いていました。みなさんのなかにもこの「尋ね人の時間」というのを聞いた方がいらっしゃるのではないでしょうか。

　私がまだ、３つか４つころだったと思いますが、よく「しょーしょーしょじょじ」という歌を聞いたような記憶があります。かなり高い声を出して歌っていましたから、何だか気味の悪い曲だなあと思いました。だいぶ後になって、この曲はアメリカの黒人歌手の『アーサ・キット』が歌っている『ショー・ジョー・ジ』とということがわかりました。ポップスにあまり興味のない方でもどこかで聞いたような気がするという方がいらっしゃるのではないでしょうか。

　私が６つくらいのときだったと思いますが、叔母が相撲を聞いていました。それから私も相撲が好きになり聞くようになりましたがあの行司の変わった声が何だか怖く感じました。その頃は栃錦・若乃花の全盛時代でしたが、アナウンサーも北出清五郎さん・能勢四郎さん・河原武夫さん・志村正順さんといったほんとうに上手なアナウンサーがいましたから聞いていて興奮しました。

　その辺から特にラジオが好きになり母にいろいろとダイヤルを回してもらって聞くようになりましたが東海ラジオの漸進の近畿東海放送という放送局が三重県にあったようですがとてもきれいに入ったのでよく聞きました。歌謡曲やホームドラマをよくやっていましたが「ウッカリ夫人とチャッカリ夫人」という番組が好きでした。盲学校に入学しなくてはいけなくなったときラジオを聞けなくなってしまうので残念だなあと思いました。
　３年生までは通学でしたので学校から帰ってくるとラジオで子供の時間を聞くのがとても楽しみでした。「おやおやなあに」「一丁目一番地」などは特に好きでしたが、昔のドラマは、ドラマが終わったあとに「ただいまの出演は・・・」と言うので、しょっちゅう聞いているうちに誰がどんな役をやっているのかということを覚えてしまいました。

　以前は、どこの放送局もホームドラマ・放送劇などをよくやっていたようですが、私は水曜日の夜８時半からNHKで放送されていた『車掌物語』という放送劇が好きでした。主人公は電車の車掌さんですが車内で客同士の喧嘩があり、スリがあり、いろいろな事件が起こるのですが、車掌さんがいろいろと解決をしていくというドラマだったと思います。

　その頃になると背が高くなり、自分でラジオのダイヤルを回すことができるようになりました。自分が聞いたことのない放送局をみつけると、周波数と放送局を言うまで粘って聞いて覚えていきました。
　４年生から寄宿舎に入るようになりましたが、父にトランジスタラジオを買ってもらい、今まで家では聞いたことのない番組を聞くようになりました。ちょうど先輩の影響でポップスが好きになったときだったので『９５００万人のポピュラーリクエスト』とか文化放送の水曜日の夜８時半から放送していた『Ｓ盤アワー』、ニッポン放送の金曜日の８時から放送していた『Ｐ盤アワー』なども聞いた思い出があります。

　ポップスのヒット曲を覚えたばかりの私にとって、Ｓ盤アワーなどは知らない曲ばかりなので、初めのうちは敷居が高い番組だと思いましたが、中学生になるとだんだん耳に慣れてきて、好きな番組の一つになってきました。昭和４２年ころになると深夜放送も始まり、ＴＢＳの『パックイン・ミュージック』文化放送の『セイヤング』ニッポン放送の『オールナイトニッポン』がスタートし、寄宿舎でも自宅でも深夜目覚めるとよく聞いたものです。昭和４５年７月からは、『オールナイトニッポン』もネット局が増え、ＳＢＳでも放送されるようになり聞きやすくなりました。
　学校を卒業して、アマチュア無線を始めてから知り合った電気屋さんに紹介されナショナルの『クーガ』という高感度ラジオを買い、仕事をしながら東京の昼の番組を楽しみにしたものです。しかし、最近では自宅周辺に工場ができ電波の環境が悪くなったので、すっかり使わなくなりました。ですが、処分するのがしのびなく、押し入れの中で眠っていましたが、少し前にもらってくれる人が現れ、嫁入りさせてほっとしています。嫁ぎ先では、私が思ったとおり、たいへん喜んでいただいているようです。在京、在阪の放送がきれいな音で楽しめなくなってしまい残念に思っていましたが、救いの神は現れるもので『ラジコプレミアム』というのがあるということでさっそく使ってみることにしました。雑音を気にしながら聞いていた放送がほんとうにきれいに聞けて実に楽しくなりました。４～５年前に偶然聞いてから、時々聞いていたラジオ関西の『名曲ラジオ三浦紘朗です』もラジコプレミアムで毎週欠かさずきれいな音で聞くことができます。ただ、残念なのは、パソコンでしか聞くことができないことです。

　一時人気が落ちてきたと思われていたラジオですが、パソコンやスマートホンでも聞くことが出来るようになってきました。災害時には身近な情報を伝えてくれるものです。ラジオから離れてしまったなあと思っているみなさん、もう一度見直してみてはいかがでしょうか。
事務局からのお知らせ

1. 平成２７年度中の寄付金総額について

皆様から寄せられたご寄付の総額は２７万４３９円になりました。
誠にありがとうございました。引き続き、随時受付をしておりますので今後ともよろしくお願いいたします。

2. 賛助会員のご紹介

５月５日現在で、新たに賛助会員としてご協力を頂いている方々をご紹介いたします。
（敬称省略）木村正志、美濃孝輔、鈴木瑞穂、以上の３名です。　　　　　ご入会いただき誠にありがとうございました。

3. 平成２８年度厚生労働大臣免許保有証申請について

本年度の免許保有証申請時期は７月１日から８月３１日までとなっております。申請を希望される方は６月３０日までに事務局までご連絡ください。無免許対策の一助となるものですので、是非、申請手続きを行うようにしてください。

4. 事務所の夏期休暇について

今年の夏期休暇は８月１５日から１７日の３日間となります。
会員の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力の程、よろしくお願いいたします。

編集後記

　気象庁の予報によれば、静岡県付近の梅雨入りは６月８日頃のようです。この県視協通信が届くころは既に鬱陶しい梅雨に入っていることでしょう。

　熊本で起きた２度の大地震では、熊本県視協会長の村上さんも家屋の全壊というたいへんな被害を被っておられます。予想される東南海地震がどのような被害をもたらすか想像するとき、東日本も熊本も他人事ではありません。

　本号をお読みいただき、県内３２０人の仲間と繋がっていることを実感し、更には、遠くではあっても同じ視覚障害を持ちながら、本気で福祉に取り組んでいる仲間に思いをはせ、一層の協力をお願いして本号を閉じたいと思います。

　次号は全国大会の報告記事を掲載予定です。ご期待ください。

　　伊藤定善
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